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店舗での熱の制御と利用につて

エネルギーとしての熱の発生と流れ、

そして制御

一般社団法人 日本フードサービス協会
環境委員会 委員 高 橋 一 伸

■日本エネルギー事情
■熱の物理的性質
■熱を制御する

・熱（エネルギー）の状態を知る
・空調負荷を最小化する
・ヒートポンプの利用
・排熱の直接利用

エネルギーとしての熱の発生と流れ、そして制御

熱の動きを知りそれを制御しようとすることは
無駄の少ないエネルギー使用に繋がり

省エネルギーを導く

靖子
テキスト ボックス
資料２

靖子
テキスト ボックス
店舗での熱の制御と利用について

靖子
直線
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エネルギー自給率
向上

24.3%

原発再稼働
震災前の70%

再生可能
エネルギー
拡大

電力利用者
賦課金増加
3.7~４兆円

火力・原子力燃料
削減
▲42%

日本経済安定成長
2030年GDP

711兆円

化石燃料輸入
縮小

国富流失
抑制

化石燃料 削減
▲25%

エネルギー
需要計画 達成
3億2600万kl

温室効果ガス
削減（2030）
対2013 ▲26%

固定価格買取制度
（FIT)拡大

電力需要計画
の実現

9808億kWh

省エネルギー
5030万kl

電力コスト維持
or 引下げ
▲5%

「長期エネルギー需給見通し」の構造

出所：経済産業省 2015年7月発表「長期エネルギー需給見通し」より作成
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熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

核エネルギー

化学エネルギー

光エネルギー

電気エネルギー

運動エネルギー

位置エネルギー

内燃機関

発電

発電 電池

光合成

電気分解

入力エネルギー
電気・燃料・熱

出力エネルギー
最終的に 熱＝

仕事
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高温 低温熱エネルギー

高温 低温

エネルギー

装置 熱エネルギー熱エネルギー
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熱（エネルギー）の動きを知る
i.e. エネルギー体質を知る

設備機器

空調設備
(ヒートポンプ)

施設内空気

強制排気

空調放熱
空調吸熱

建物を介する
侵入熱、放熱

その他侵入熱
・人間
・物、資材
・空気

入力エネルギー

廃熱
放熱

強制給気

放熱
暖房

吸熱
冷房
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侵入熱

空調放熱空調設備

設備機器

空冷以外
の冷却設備

<施設>

熱再
利用

自然放熱

排気放熱

水冷・RC放熱

夏期
給気侵入熱

排出熱

空調吸熱空調設備

設備機器

空冷以外
の冷却設備

<施設>

熱再
利用

排気放熱

水冷・RC放熱

冬期
給気放熱
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施 設

設備機器 入力

空調設備 入力

水冷・RC 出力
室外設備 出力
空調設備 出力

空調 入出力

建物等 入出力 給排気 入出力

【熱】

【熱】

【熱】 【熱】

【電気,ガス】

【電気,ガス】

★ I/Oエネルギーのバランスを確認

★ エネルギー対策のポイントの検討

空調入力
1,080,000kJ

44.8%

空調外部出力
360,000kJ

14.9%

給排気出力
1,187,800kJ

49.2%

建物等出力
846,200kJ

35.1%

空調設備入力
504,000kJ

23.3%

建物等入力
763,200kJ

35.2%

空調外部出力
432,000kJ

20.0%

空調出力
1,296,000kJ

59.8%

給排気出力
421,200kJ

19.4%

入力エネルギー 出力エネルギー

■冷房時 ■暖房時

設備入力
900,000kJ

37.3%

設備入力
900,000kJ

41.5%

入力エネルギー 出力エネルギー

空調設備入力
432,000kJ

19.4%
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★空調負荷を最小化する

空調設備 は施設内/外の 熱 を移動させる設備

空調を必要とする熱負荷の量が空調の運転量を左右する

★ 加熱調理機の排気を室内拡散させない

★ 設備機器からの輻射熱を抑える

★ 運転状況に応じた排気制御

★ 正しい給排気バランスの確保
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無拡散排気フード 例：給気を効果的に2方向に出すことにより排気を室内に出さず確実に排気。
排気量も削減。

不必要な排気削減例：加熱調理機の運転状態により排気量を制御するデマンドコントロール
喚起システムにより不要な排気を削減。

出所：㈱HALTON ホームページ資料

ガス会社各社が展開してる「涼厨(すずちゅう)」加熱調理機は
集中排気と低輻射で、室内への熱負荷を低減。

厨房の作業環境の改善と同時に厨房の空調負荷を低減し、
省エネルギー効果を発揮。

出所：大阪ガス㈱ ホームページ資料
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エネルギー効率の向上

圧縮

膨張

蒸発

吸熱 放熱

凝縮

入力エネルギー：１

出力エネルギー：3～6 COP）

出力エネルギー
入力エネルギー

ヒートポンプの構造

＝３~６
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出所：一般社団法人 ヒートポンプ・蓄熱センター HP資料より作成

冷凍・加熱容量[kW]

温度[℃]

冷蔵庫

家庭用空調

給湯

産業用濃縮・乾燥

衣類乾燥

産
業
用
蒸
気
発
生
器

0 50 100

冷凍倉庫

冷凍倉庫

業務用冷蔵庫

ショーケース 産
業
用
プ
ロ
セ
ス
冷
却

業務用

産業用

空調

(冷暖房)
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100

1000

-100 -50

ヒートポンプの利用範囲

冷却設備
冷蔵・冷凍庫
空調設備
給湯設備
乾燥設備

除湿された空気

デシカントロータ
(乾燥剤回転ロータ)

加熱コイル

予冷コイル

ヒートポンプユニット

【外部から給気】

高温多湿空気

空気の水分が乾燥材吸着

加熱空気された空気により
乾燥材が乾き、水分放出
水分吸着できる状態に復活

【室内】

【室内】

空調機

【外部へ排気】

デシカント空調機

※ 図は冷房の場合、
暖房の場合は逆転させる
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入力エネルギーの削減

入力エネルギー 排熱（仕事に使われ
なかったエネルギー）

熱の再利用

入力エネルギー ＝ （ 排熱 ー 再利用熱エネルギー ) + 仕事分の放熱

★ 熱再利用条件１: 再利用する対象があること

★ 熱再利用条件２: 廃熱温度が高いこと

i.e.  熱の再利用は入力エネルギーの削減を意味する

仕事

仕事分の放熱
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コージェネレーション
燃料電池

・ 温水
・ 温風（暖房）
・ 保温
・ 解凍、熔解
・ 吸収式冷房

■熱利用検討のポイント
・発生熱量
・必要温度
・必要熱量
・熱を必要とするタイミングと時間


